
海岸の改変状況

（第４回自然環境保全基礎調査 海岸調査）

都道府県別自然海岸の構成割合（沖縄県以外は島しょ部を除く）

海岸区分別延長 (km)

第２回(A) 第３回(B) (B)-(A) 第４回(C) (C)-(B)

S53 S59 (増減率) H5 (増減率)

全国 32170.21 32,471.85 301.64 32,778.88 307.03

(0.9%) (0.9%)

自然海岸 18967.17 18,402.08 -565.09 18,105.65 -296.43

(-3.0%) (-1.6%)

半自然海岸 4340.36 4,511.44 171.08 4,467.49 -43.95

(3.9%) (-1.0%)

人工海岸 8598.95 9,294.54 695.59 9,941.78 647.24

(8.1%) (7.0%)

河口部 263.73 263.79 0.06 263.96 0.17

(0.0%) (0.1%)

全国では自然海岸の構成比が55.2%、人工海岸が30.3%である。そのうち、本土域では構成
比が自然海岸44.8%、人工海岸37.8%であるのに対して、島しょ域では自然海岸69.7%、人工
海岸19.9%である。
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干潟面積推移

S20(A) S53(B) (A)-(B) (減少率) S53(C) H6(D) (C)-(D) (減少率)

前浜 52,325 30,666 21,659 (41.4%) 34,893 33,048 1,845 (5.3%)

河口 27,107 20,312 6,795 (25.1%) 18,075 15,777 2,298 (12.7%)

潟湖 3,189 2,878 311 (9.8%) 2,863 2,853 10 (0.3%)

その他 － － － 272 271 1 (0.4%)

合計 82,621 53,856 28,765 (34.8%) 55,300 51,443 3,857 (7.0%)

第２回 第４回
タイプ

注）第４回調査の合計面積について

複数タイプが示されている干潟はそ
れぞれタイプに加算されているので、
各タイプ毎面積の合計と全国合計

値は一致しない。

干潟の改変状況

第４回基礎調査において確認された現存する干潟の総面積は51,443haであった。
また、3,857haの干潟が前回調査時（昭和53年）以降に消滅した。

消滅藻場分布図

現存藻場分布図


